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特別支援教育制度においては、通常学校、特別支援学校（仮称）を問わず「特別支援教

育コーディネーター」が重要な役割を果たすことが期待されているが、日本ではこれに関す

る理論がない。本稿では、イギリスの小学校2校における特別な教育的ニーズ・コーディネー

ター(SENCO)の各学校における協同の例を簡潔に紹介し、適切な校内体制づくりのため

に必要な要素について述べた。そして、通常学校における特別な教育的ニーズへの対応のた

めには、学習支援アシスタントなどのスタッフの配置が欠かせないこと、また、彼らとコー

ディネーターとの連絡ノート等を通じた毎日の情報交換や、特別な教育的ニーズへの対応に

関するスタ･ﾝフ間の日常的な意見交換の機会を確実に用意することの必要性について指摘し

た。なお、これに関連して、様々な分野で構築されてきた「連携」に関する理論をふまえた

モデルの開発研究、及び学習支援アシスタント等の配置と協同に関する検討が今後の課題と

なることも指摘した。
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はじめに

特別支援教育への制度移行に際して導入されることになっている「特別支援教育コーディネー

ター」の役割や責任を考える上で、 イギリス! 'の「特別な教育的ニーズ・コーディネーター

(SpecialEducationalNeedsCoordinator :以ドSENCO)」に関する言及がしばしばなされ

るようになった。

しかし、これまでにも指摘してきたように、イギリスのSENCO制度が成立するためには、い

くつもの前提条件が存在していることに注意しなければならない｡2脈',

この点を勘案することなく日本におけるコーディネーター制度の構築を考える際に、 イギリ

スのSENCO制度を安易に参考にしようとすると、僕l係機|對との「連絡・淵糖役」といった表層

的な役割だけに意識を奪われてしまいかねない。特に、小学校や｢'1準校といった通常学校にお

いては、特別支援教育の在り方に関する調査研究協力者会議（2003）の鍛終報告:''にあるよう
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